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 要 旨   
背景： 
アルコール消費は冠動脈疾患発症との関連が知られているが、イベント前のアルコール

の役割は深く検討されていない。本研究では大量飲酒がその後の急性心筋梗塞のリスクを

増加させるが適量飲酒ではリスクを減少させるとの仮説を検証した。 
方法： 

250 例のスイスにおいける心筋梗塞症例を、ケースクロスオーバーデザインで仮説につい

て条件付きロジステック回帰モデルで検証した。 
結果： 
イベント発生 12 時間前のアルコール消費量は心筋梗塞のリスクを有意に増加させた(オ

ッズ比 3.1; 95%信頼区間 1.4-6.9)。心筋梗塞発症前の大量飲酒と適量飲酒による有意な影

響は認めなかった。心筋梗塞の患者ではスイスの一般市民と比較して大量飲酒が多くみら

れた。 
結論： 
アルコール消費が心筋梗塞発症前のアルコール摂取が心筋梗塞の予防的効果を示すエビ

デンスは得られなかった。しかしアルコール消費は心筋梗塞のリスクを増加させた。 
 

 




